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今
秋
、
第
二
回
目
と
な
る
防
府
天
満
宮
崇
敬
会
東
京
支
部
の
総
会
を
メ
イ
牛
山
学
園
様
の
お
計
ら
い
に
よ
り

無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
総
会
で
は
祭
典
と
式
典
に
引
き
続

き
、
太
宰
府
天
満
宮
顧
問
味
酒
安
則
先
生
よ
り
「
菅
原
道
真
公
の
時
代
、
教
育
と
文
化
の
激
動
」と
題
し
記
念
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
先
生
は
「
神
話
に
登
場
す
る
神
様
は
、
神
様
と
し
て
の
性
格
や
行
動
が
語
ら

れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
趣
味
が
伝
え
ら
れ
る
例
は
少
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
同
じ
神
様
で
も
菅
原
道
真
公
は

歴
史
上
の
人
物
で
あ
り
、
自
身
の
心
情
な
ど
を
細
か
く
詩
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詩
を
読
み
解
く
と

『
道
真
公
は
菊
、
中
で
も
白
い
菊
が
お
好
き
で
、
転
じ
て
菊
作
り
を
こ
よ
な
く
楽
し
ん
で
い
ら
し
た
』こ
と
が
わ

か
る
」と
興
味
深
い
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
菅
公
の
花
と
い
え
ば
「
梅
」が
ま
ず
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
、『
菅
家
文

草
・
後
集
』の
中
で
一
番
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
花
は
菊
、
趣
味
も
菊
作
り
で
あ
っ
た
と
は
参
加
者
全
員
が
意
外
に

感
じ
「
え
〜
そ
う
な
ん
だ
」と
の
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

道
真
公
は
凛
と
し
た
空
気
の
中
春
一
番
に
咲
く
「
梅
」へ
の
思
い
に
対
し
、
晩
秋
に
咲
く
「
菊
」も
大
変
愛
で
て

お
ら
れ
、
幼
少
の
頃
よ
り
京
都
の
自
宅
や
赴
任
地
そ
し
て
大
宰
府
で
も
、
菊
の
苗
を
譲
り
受
け
庭
に
植
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
特
に
白
い
菊
の
花
と
重
陽
の
節
句
を
過
ぎ
て
も
残
る
「
残ざ

ん

菊ぎ
く

」と
呼
ば
れ
る
菊
花
を
こ
よ

な
く
愛
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
白
い
菊
の
花
に
は
ご
自
分
の
高
潔
さ
を
、
そ
し
て
晩
秋
の
「
残
菊
」に
は
寒

さ
に
も
負
け
な
い
花
の
生
命
に
ご
自
分
の
人
生
を
重
ね
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
道
真
公
は
あ
ま
り
お
酒
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
梅
」や
重
陽
の
節
句
の
頃
に
は
よ
く

宴
席
を
設
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
故
で
し
ょ
う
か
？
　
お
酒
を
お
好
み
に
な
ら
な
い
道
真
公
が
頻
繁

に
酒
席
を
開
か
れ
た
の
は
お
立
場
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
道
真
公
に
と
っ
て
宴
席
と
は
お
酒
を
飲
む
場
で

は
な
く
詩
を
作
る
場
と
し
て
捉
え
、
お
好
き
な
花
を
題
材
に
素
晴
ら
し
い
詩
を
披
露
し
皆
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
こ

と
を
、
学
者
と
し
て
ま
た
政
治
家
と
し
て
大
き
な
誇
り
の
場
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
秋
も
当
宮
奉
納
菊
花
会
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
神
前
に
た
く
さ
ん
の
菊
花
を
お
供
え
致
し
ま
し
た
。

夏
の
暑
さ
の
せ
い
で
多
少
開
花
が
遅
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
味
酒
先
生
の
ご
講
演
の
お
蔭
で
い
つ
も
よ
り

一
層
深
く
道
真
公
の
御
霊
を
お
慰
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
道
真
公
と
菊
」宮

司
　
鈴 

木 

宏 

明 



　

防
府
天
満
宮
崇
敬
会
東
京
支
部
第
二
回
総
会
が
、
令
和
五

年
十
月
十
四
日
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
に
於

い
て
メ
イ
牛
山
学
園 

山
中
祥
弘
理
事
長
を
は
じ
め
、
東
京
支

部
長
で
あ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
美
容
専
門
学
校
ジ
ェ
ニ
ー
牛
山
校

長
の
お
計
ら
い
の
も
と
四
十
三
名
が
参
列
し
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
総
会
に
先
立
っ
て
、
メ
イ
牛
山
学
園
が
ビ
ル
七
階

バ
ル
コ
ニ
ー
に
て
育
て
ら
れ
た
稲
を
宮
司
と
理
事
長
、
支

部
長
が
美
容
専
門
学
校
の
生
徒
さ
ん
や
当
宮
巫
女
ら
と
共

に
収
穫
し
ま
し
た
。
後
日
、
脱
穀
さ
れ
た
稲
わ
ら
は
防
府

天
満
宮
に
送
ら
れ
、
当
宮
青
年
部
若
梅
会
が
注
連
縄
に
奉

製
し
、
十
二
月
十
四
日
ビ
ル
内
の
貴
賓
室
入
り
口
に
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
太
宰
府
天
満
宮
顧
問
・
同
文
化
研
究
所
主

管
学
芸
員
の
味み

酒さ
け

安や
す

則の
り

先
生
に
「
菅
原
道
真
公
の
時
代
、

教
育
と
文
化
の
激
動
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
巻
頭
言
参
照
）お
話
で
は
中
世
の
女
性
の
化
粧
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
、「
紅
花
に
は
悪
寒
よ
け
の
効
能
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
特
に
正
月
明
け
の
丑
の
日
に
収
穫
し
た
紅
花

で
作
ら
れ
た
口
紅
が
最
上
と
さ
れ
て
い
た
。
丑
の
日
と
い

う
こ
と
で
、
天
神
さ
ま
の
牛
と
結
び
付
け
ら
れ
、
天
満
宮

で
も
売
ら
れ
て
い
た
。」と
化
粧
と
天
神
様
に
関
す
る
興
味

深
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
講
演
を
拝
聴
し
た
ジ
ェ
ニ
ー

「
防
府
天
満
宮
は
心
の
ふ
る
さ
と
」

特
別
法
人
会
員

㈱
き
ら
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
印
刷 

　

 

防
府
市
高
井

㈲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鈴
乃
屋 

　

 

防
府
市
三
田
尻

合
G
A
V
A	

防
府
市
八
王
子

特
別
会
員

渡
邉
和
行 

防
府
市
江
泊

森
田
有
亮 

大
阪
府
枚
方
市

杉
田
水
脈 

防
府
市
八
王
子

家
族
会
員

岩
田
美
智
子 

宇
部
市
際
波

中
野　

壽 

広
島
市
安
佐
北
区

梶
原
佑
三
子 

下
関
市
一
の
宮
町

峠
田
尚
紀 

長
門
市
東
深
川

石
丸
裕
之 

防
府
市
国
分
寺
町

小
川　

弘 

和
歌
山
県
橋
本
市

平
石
倫
男 

周
南
市
久
米

山
田
一
政 

山
口
市
大
内
矢
田

個
人
会
員

佐
藤　

郁 

防
府
市
八
王
子

赤
羽
清
孝 

福
島
県
南
会
津
郡

道
幸
静
児 

大
阪
府
泉
南
市

吉
武
大
輔 

長
門
市
俵
山

※
崇
敬
会
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、

同
封
の
入
会
案
内
を
御
覧
の
上
、
お

申
込
み
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
六
月
一
日
以
降
入
会
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

新
規
会
員
紹
介

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
だ
よ
り▲第２回東京支部総会参加の皆様

▲総会前に行われた稲刈り。

▲講師の味酒安則先生

牛
山
支
部
長
は
「
私
が
研
究
し
て
い
る
化
粧
史
に
新
た
な

発
見
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
お
話
で
し
た
」と
大
変
感
動

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
参
加
者
は
、
自
己
紹
介

や
天
満
宮
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
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〈
特
別
名
誉
会
員
〉

六
百
万
円

　

藤
本
工
業
㈱	

防
府
市
佐
波

五
百
万
円

　

三
國
重
工
業
㈱	

大
阪
市
淀
川
区

　

㈱
丸
久	

防
府
市
江
泊

　

㈱
羽
嶋
松
翠
園	

防
府
市
下
右
田

　

光
山　

哲
生	

防
府
市
今
市
町

〈
名
誉
会
員
〉

三
百
万
円

　
東
山
口
信
用
金
庫	

防
府
市
天
神

　

㈱
三
友	

防
府
市
駅
南
町

　

防
府
通
運
㈱	

防
府
市
浜
方

　

鈴
木　

宏
明	

防
府
市
松
崎
町

二
百
万
円

　

大
村
印
刷
㈱	

防
府
市
西
仁
井
令

　

中
村
被
服
㈱	

防
府
市
浜
方

　

防
長
海
軍
忠
魂
碑
慰
霊
奉
賛
会	

	

防
府
市
松
崎
町

　

中
村
建
設
㈱	

防
府
市
警
固
町

百
十
二
万
五
千
円

　

桑
華
苑	

防
府
市
桑
山

百
十
万
円

　

宇
野　

好一	

防
府
市
宮
市
町

　

防
府
天
満
宮
神
職一同

百
万
円

　
山
口
県
貨
物
倉
庫
㈱	

山
口
市
江
崎

　

㈱
Ｍ
Ｓ
Ｙ
フ
ー
ズ	

山
口
市
朝
田

　

旭
食
品
㈱
広
島
支
店	

	

広
島
県
廿
日
市
市

　

山
口
農
協
直
販
㈱	

山
口
市
佐
山

　
フ
ク
シ
マ
ガ
リ
レ
イ
㈱
広
島
支
店	

	

広
島
市
中
区

　

㈱
外
林	

広
島
県
福
山
市

　

中
村
角
㈱	

広
島
市
西
区

　

㈱
三
電	

光
市
光
井

　

㈱
寺
岡
精
工
九
州
支
店
山
口
営
業
所	

	

防
府
市
高
井

　

国
分
西
日
本
㈱
山
口
支
店	

	

山
口
市
小
郡

　

㈱
日
本
ア
ク
セ
ス
中
四
国
第
１
広
域
支
店	

	

山
口
市
江
崎

　

㈱
木
村	

熊
本
市
南
区

　

大
和
証
券
㈱	

徳
山
支
店	

	

周
南
市
み
な
み
銀
座

　

太
海
商
事
㈱	

防
府
市
浜
方

　

大
田
金
物
㈱	

防
府
市
戎
町

　

南
条
装
備
工
業
㈱	

広
島
市
南
区

　

㈱
原
工
務
店	

防
府
市
桑
山

　

鈴
木　

典
子	

防
府
市
松
崎
町

　

山
口
三
菱
自
動
車
販
売
㈱	

	
防
府
市
高
倉

　

古
閑
謙
士
税
理
士
事
務
所	

	

防
府
八
王
子

　

山
陽
建
設
工
業
㈱	

防
府
市
新
田

　
㈱
ブ
ン
シ
ジ
ャ
パ
ン	

周
南
市
清
水

　

家
本　

哲
夫	

防
府
市
駅
南
町

　

毛
利　

元
敦	

防
府
市
多
々
良

　

協
同
重
機
㈲	

防
府
市
西
仁
井
令

　

㈱
光
金
属	

防
府
市
江
泊

　

菱
和
商
事
㈱	

防
府
市
新
田

　

小
山　

昌
弘	

防
府
市
千
日

　
（医）
神
徳
会	

三
田
尻
病
院	
	

防
府
市
お
茶
屋
町

　

長
沼
建
設
㈱	

防
府
市
自
由
ヶ
丘

　
ヨ
シ
タ
ケ
建
設
㈱	

防
府
市
開
出
本
町

　

㈲
い
け
な
が	

防
府
市
天
神

　

㈲
ト
ラ
ベス
ト	

防
府
市
植
松

　

澤
田
建
設
㈱	

防
府
市
開
出
西
町

　

大
海
電
機
㈱	

防
府
市
田
島

　

㈲
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鈴
乃
屋	

	

防
府
市
三
田
尻

　
（医）
信
栄
会	

防
府
市
国
衙

　

上
野　

雅
也	

防
府
市
江
泊

　

㈲
や
す
む
ら	

防
府
市
今
市
町

　

岡　

正
朗	

防
府
市
栄
町

　
㈲
総
合
保
険
セ
ン
タ
ー	

防
府
市
平
和
町

　

㈱
サ
ン
テ
ク
ノ
ス	

防
府
市
上
右
田

　

㈱
礒
野
商
店	

防
府
市
華
浦

　
三
井
住
友
信
託
銀
行
㈱
山
口
防
府
支
店	

	

防
府
市
戎
町

　

㈱
サ
ン
ポ
リ	

防
府
市
新
築
地
町

　

㈱
八
百
ふ
じ	

防
府
市
栄
町

〈
特
別
会
員
〉

七
十
万
円

　

杉
本　
一彦	

防
府
市
多
々
良

　

㈱
神
路
社	

三
重
県
伊
勢
市

五
十
万
円

　

㈱
初
田
消
火
器	

防
府
市
浜
方

　

脇
学
園	

防
府
市
天
神

　

桝
倉
産
業
㈱	

防
府
市
台
道

　
㈲
輝
モ
ー
タ
ー
ス	

防
府
市
上
右
田

　
（医）
松
寿
会	

甲
嶋
内
科	

防
府
市
戎
町

　

防
秋
産
業
㈱	

防
府
市
上
右
田

　

松
林　

行
雄	

防
府
市
三
田
尻
本
町

　

山
本　

雅
也	

防
府
市
佐
野

　

末
永　

哲
子	

防
府
市
八
王
子

　

嶋
本　

博	

防
府
市
華
城
中
央

　

山
根　

耕
太
郎	

防
府
市
八
王
子

　

親
和
商
事
㈱	

防
府
市
高
井

　

竹
田　

健
児	

防
府
市
上
右
田

　

㈲
山
口
エ
ア
テ
ッ
ク	

防
府
市
仁
井
令

　

㈲
協
同
産
業	
防
府
市
駅
南
町

　

㈲
ス
ナ
ハラ	
防
府
市
奈
美

　

㈲
は
し
も
と	
防
府
市
大
崎

　
石
田
浩
三
事
務
所	

防
府
市
寿
町

　

牟
礼
歯
科
医
院	

防
府
市
岸
津

　

㈱
南
陽	

周
南
市
夜
市

　

堀
越
政
美
司
法
書
士
事
務
所	

	

防
府
市
本
橋
町

　

渡
辺　

操	

防
府
市
植
松

　

山
口
工
材
㈱	

防
府
市
浜
方

　
ソ
フ
ト・ラ
イ
フ
㈱	

防
府
市
八
王
子

　
㈱
杉
本
利
兵
衛
本
店	

防
府
市
三
田
尻

　

山
田　

禎
二	

山
口
市
下
市
町

　

㈱
山
口
県
高
等
自
動
車
学
校	

	

防
府
市
浜
方

　

日
本
通
運
㈱
下
関
支
店	
	

下
関
市
東
大
和
町

　

㈱
伊
藤
工
業	

防
府
市
高
倉

　

㈱
ダ
イ
モ
ン	

防
府
市
佐
波

　

㈱
オ
カ
モ
ト	

防
府
市
植
松

　

星
山　

晃
男	

防
府
市
三
田
尻

　

㈱
吉
本
花
城
園	

防
府
市
高
倉

　

㈱
宮
本
建
材	

防
府
市
江
泊

　
Ｊ
Ａ
山
口
県
防
府
と
く
ぢ
統
括
本
部	

	

防
府
市
中
央
町

　

共
同
産
業
㈱	

山
口
市
下
小
鯖

　

綱
川　

智
久	

東
京
都
港
区

　

門
田　

晴
善	

防
府
市
栄
町

　

㈱
中
冷
山
口	

防
府
市
高
井

　

㈱
岡
田
造
園	

防
府
市
平
和
町

　

三
宅　

正
幸	

防
府
市
栄
町

　

㈱
二
葉
屋　

	

防
府
市
中
央
町

　

㈲
清
水
銘
木
店	

防
府
市
富
海

　

村
重
石
油
㈱	

防
府
市
八
王
子

　

高
橋　

芳
子	

広
島
県
三
原
市

　

伊
藤　

麻
里
子	

防
府
市
岸
津

　

㈲
河
村
組	

防
府
市
西
仁
井
令

　
（医）
大
西
眼
科	

防
府
市
栄
町

　

㈱
扇
屋	

防
府
市
駅
南
町

　
エシ
カ
ルバン
ブ
ー
㈱	

防
府
市
真
尾

　

中
光　

和
子	

防
府
市
上
天
神
町

　

伊
達　

聖
治	

周
南
市
新
田

　

由
川　

利
昭	

防
府
市
東
三
田
尻

〈
有
効
会
員
〉

三
十
万
円

　

杉
本　

美
津
江	

防
府
市
多
々
良

　

渡
邉　

元
滿	

防
府
市
上
右
田

　
㈱
広
島
銀
行
防
府
支
店	

防
府
市
栄
町

ニ
十
五
万
円

　

村
田　

敏
夫	

防
府
市
東
松
崎
町

ニ
十
万
円

　

貞
平　

伸
幸	

防
府
市
戎
町

　
マツ
ダ
㈱
防
府
工
場	

防
府
市
西
浦

　

㈱
岡
田
商
会	

防
府
市
華
園
町

十
五
万
円

　

波
多　

洋
子	

防
府
市
上
天
神
町

十
万
円

　
東
洋
イ
ン
キ
中
四
国
㈱	

広
島
市
中
区

　

平
野　

俊
二	

東
京
都
渋
谷
区

　

山
口
マツ
ダ
㈱	

山
口
市
維
新
公
園

　

東
海
カ
ー
ボ
ン
㈱
防
府
工
場	

	

防
府
市
浜
方

　

村
松　

美
代	

防
府
市
多
々
良

　

古
城　

明
枝	

防
府
市
警
固
町

　

う
め
て
ら
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

	

防
府
市
松
崎
町

　

野
村　

芳
子	

防
府
市
天
神

　

ひ
ま
わ
り
工
房	

防
府
市
桑
南

　

桑
原
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所	

	

防
府
市
駅
南
町

　
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
工
業	

防
府
市
新
田

　

森
次　

尚
直	

防
府
市
警
固
町

　

入
江
化
工
㈱	

防
府
市
植
松

　

㈱
エ
ム・ア
イ・シ
ー	

下
松
市
北
斗
町

　

西
京
庭
苑	

山
口
市
佐
山

　

㈲
藤
井
開
発
興
業	

防
府
市
田
島

　

㈱
久
保
畳
店	

防
府
市
台
道

　

江
村　

栄
治	

防
府
市
千
日

　

㈲
林
工
務
店	

防
府
市
新
田

　

王
子
ゴ
ム
㈱	

防
府
市
勝
間

　

㈱
板
村
工
業
所	

防
府
市
宮
市
町

　

山
田　

拓
男	

防
府
市
今
市
町

　

㈱
中
電
工	

防
府
営
業
所	

	

防
府
市
駅
南
町

　

㈲
フェア
リ
ー
メ
デ
ィ
カ	

	

防
府
市
今
市
町

　

㈱
平
和
医
療
器
械	

防
府
市
戎
町

　

藤
本　

捷
稔	

防
府
市
東
松
崎
町

　

西
村　

泰
顕	

神
奈
川
県
横
浜
市

　

鷹
司　

久
美
子	

東
京
都
渋
谷
区

　

兄
部　

純一	

防
府
市
宮
市
町

　

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン	

防
府
工
場	

	

防
府
市
浜
方

〈
正
会
員
〉

七
万
円

　

戸
崎　

満	

防
府
市
牟
礼

五
万
円

　

川
本　

重
雄	

熊
毛
郡
平
生
町

　

前
田　

晃	

広
島
市
西
区

　

前
田
産
業
㈱	

山
口
市
徳
地

御
神
忌
千
百
二
十
五
年
式
年
大
祭
御
奉
賛
状
況

御
奉
賛
有
難
う
存
じ
ま
す	

（
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
現
在
・
正
会
員
以
上
・
敬
称
略
順
不
同
）
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シ
ブ
ヤ
薬
局	

防
府
市
戎
町

　
（医）
米
沢
記
念
桑
陽
病
院	

	

防
府
市
車
塚

　

関　

勝
美	

防
府
市
平
和
町

　

河
崎　

利
道	

防
府
市
惣
社
町

　

藤
田　

宣
久	

防
府
市
栄
町

　

匿
名	
広
島
市
西
区

　

有
本　

哲
朗	
防
府
市
今
市
町

　

貞
政
板
金	

防
府
市
勝
間

　

頼　

明
道	

台
湾
嘉
義
縣

三
万
円

　

佐
藤　

敬
四
郎	

防
府
市
田
島

　

久
保
山　

修	

防
府
市
栄
町

　

星
野　

宏	

防
府
市
江
泊

　

西
崎　

満	

大
阪
府
守
口
市

　

鈴
木　

義
次	

山
口
市
黄
金
町

　

原　

暉
代
史	

防
府
市
中
泉
町

　

山
永　

房
子	

防
府
市
中
泉
町

　

藤
田
屋　

辰
雄	

防
府
市
栄
町

　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル	

レ
ス
ト・パ
ル	

	

福
島
県
南
相
馬
市

　

原　

伸一	

防
府
市
東
松
崎
町

　

桑
田
醤
油
㈲	

防
府
市
松
崎
町

　

好
川　

勝
久	

熊
毛
郡
田
布
施
町

　

㈱
山
本
工
業	

防
府
市
勝
間

　

小
河
原　

正
彦	

周
南
市
桶
川
町

　

平
井　

雅
志	

防
府
市
千
日

　

尾
﨑　

邦
子	

防
府
市
開
出
西
町

　

石
川　

照
代	

北
九
州
市
八
幡
西
区

　

久
樂　

修	

防
府
市
自
由
ヶ
丘

　

山
下　

学	

防
府
市
田
島

　

石
川　

勝
典	

山
口
市
赤
妻
町

　

内
山　

芳
雄	

防
府
市
中
山

　

渡
邉　

誉
也	

新
潟
県
三
条
市

　

田
中　

愛
師	

防
府
市
伊
佐
江

　

畔
上　

琢
郎	

防
府
市
新
田

　

平
野　

禎
典	

群
馬
県
安
中
市

　

㈱
田
島
商
店	

防
府
市
新
築
地
町

　

佐
藤　

剛	

山
口
市
小
郡

　

酒
向　

育
宏	

広
島
市
東
区

　
渡
辺　

健
二・公
子	

防
府
市
大
崎

　

日
商
友
希
㈱	

防
府
市
上
天
神
町

　

山
岡　

久
浩	

福
岡
市
早
良
区

　

岸
本　

信
周	

防
府
市
今
市
町

　

岸
本　

文
子	

防
府
市
今
市
町

　

㈲
鶴
サ
ー
ビ
ス	

防
府
市
戎
町

　

尾
崎　
二
郎	

防
府
市
栄
町

　

桑
原　

高
史	

防
府
市
栄
町

　

戸
幡　

昭
彦	

防
府
市
天
神

　

㈲
朝
日
新
聞
防
府
中
央	

	

防
府
市
栄
町

　

石
田　

進
治	

防
府
市
戎
町

　

小
坂　

忠	

防
府
市
栄
町

　
（医）
深
野
歯
科
医
院	

防
府
市
栄
町

　

中
村　

大
二
郎	

防
府
市
上
天
神
町

　

石
田　

道
夫	

防
府
市
戎
町

　

板
村　

年
憲	

防
府
市
栄
町

　

中
山　

博
文	

防
府
市
今
市
町

　

受
田　

賢
治	

防
府
市
栄
町

　

藤
井　

昇	

防
府
市
清
水
町

　

三
谷　

勇
生	

防
府
市
上
右
田

　

㈲
和
建
築
設
計
事
務
所	

	

防
府
市
駅
南
町

　
㈱
ベル
コ
新
山
口
支
社	
防
府
市
天
神

　

御
手
洗　

豊	
防
府
市
栄
町

　

山
口
合
同
ガ
ス
㈱
防
府
支
店	

	

防
府
市
自
由
ヶ
丘

　

楫
取　

能
彦	

東
京
都
狛
江
市

　

髙
松　

幸
彦	

埼
玉
県
狭
山
市

　

中
司　

祐
治	

防
府
市
栄
町

　

㈱
伊
藤	

光
市
浅
江

　

藤
原　

博	

防
府
市
今
市
町

　

神
垣　

和
仁	

北
九
州
市
若
松
区

　

枝
光　
一彦	

防
府
市
多
々
良

　

藤
井　

治	

防
府
市
松
崎
町

　

藤
井　

健
治	

防
府
市
牟
礼

　

藤
原　

聡	

周
南
市
秋
月

　

塚
原　

明	

宇
部
市
藤
曲

　
（医）
社
団
松
友
会	

防
府
市
天
神

　
高
川
学
園
高
等
学
校	

防
府
市
台
道

　

田
中　

幸
作	

防
府
市
台
道

　

中
国
電
化
工
業
㈱	

防
府
市
浜
方

　

村
上　

安
信	

山
口
市
秋
穂

　

久
田　

博	

防
府
市
今
市
町

　

原
田　

文
子	

防
府
市
奈
美

　

鰐
石
歯
科
医
院	

防
府
市
宮
市
町

　

兄
部　

英
男	

防
府
市
華
城
中
央

　

中
野　

博
義	

東
京
都
港
区

　
大
橋
桂
子
書
道
教
室	

防
府
市
天
神

　

安
村　

竹
史	

防
府
市
迫
戸
町

　

西
村　

修一	

防
府
市
国
分
寺
町以上

募財お申し込みの方法

◆	銀行に振り込む
◆	現金書留

東山口信用金庫 本店 0719398
山口銀行 防府支店 5231210
西京銀行 防府支店 2210603
JA バンク 防府中央支店 0074694
上記以外の金融機関をご利用の場合は

「防府天満宮」名義の口座をお使い下さい。
三井住友信託銀行 山口防府支店 普 1102869
ゆうちょ銀行 店名 五五八 普 1053974

郵便振替 防府天満宮 01500-3-657

〈口座名義〉防府天満宮御神忌 1125 年式年大祭奉賛会
〈口座番号・普通預金〉

※手数料はご負担願います。
　ただし、銀行や送金の種別によっては優遇措置があります。

※奉賛金申込ご希望の方は、申込書をお送り致しますので
　事務局までお知らせ下さい。

社務所・御神忌1125年式年大祭奉賛会事務局
〒747-0029	山口県防府市松崎町14-1　TEL	0835-23-7700　FAX	0835-23-7703

◆	奉賛会事務局へ持参
◆	郵便局に振り込む

TOPICS 飛梅ならぬ飛箱か⁉～賽銭箱が飛来～ 賽銭箱模型奉納（7月29日）

　太宰府の飛梅は有名な話ですが、なんとこの度防府天満宮の賽銭箱（の
模型）が台湾から飛んできました。実は当宮責任役員で㈱丸久田中康男社
長が、台湾の嘉

か

義
ぎ

縣
けん

を訪れ翁
おう

章
しょう

粱
りょう

縣長（知事）との商談中の余談として
「地元防府天満宮の御社殿は台湾桧が使用されており、台湾と非常に縁が
あるんです。また、令和 9 年の式年大祭事業では賽銭箱の改修を計画して
いる」等々、当宮のお話をされたそうです。ご承知の通り、当宮御社殿は昭
和２７年に社殿が焼失、御社殿復興の材に嘉義縣（阿里山）産の桧が使用
されています。
　商談もまとまったようで、今度は縣長が来日され、田中社長と共に当宮
にご参拝になられました。当日は大変暑い日でした。大粒の汗をかきなが
ら縣長自ら大きな箱を抱えて小走りで本殿前へ。よく見るとその箱は、田
中社長が台湾でお話し頂いた式年祭事業の賽銭箱の模型ではありません
か！　しかも縣長が嘉義縣産の桧をもって国宝級の作家に造らせたとのこ
と。更にその模型を縣長が自ら飛行機に持ち込み、お持ち頂いたようで
す。「これぞ飛び箱」に一同びっくり！　防府の桧（社殿）を慕って飛んでき
てくれたような思いになりました。
　台湾との更なる友好を開く「鍵」（嘉義）となるかも？（笑）

▲当日本殿前で翁章梁縣長から宮司に飛んで来た
賽銭箱模型が手渡された

▲嘉義縣長御一行（縣長左が田中社長）
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島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
井
野
に
鎮
座
す
る
「
松
崎
神
社
」は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）に
氏
子
の
佐
々
木
弥
五
郎
、
伊
藤
芳

蔵
の
両
人
に
「
天
神
様
を
祀
る
よ
う
に
」と
ご
神
託
が
あ
り
、
周
防
国
宮
市
天
神
（
防
府
天
満
宮
）よ
り
勧
請
し
、
も
と
も
と
地

元
鎮
座
の
正
し
ょ
う

之の

田だ

天
神
宮
を
合
祀
合
併
。
社
号
は
御
本
社
で
あ
る
防
府
天
満
宮
よ
り
鎮
座
地
「
松
崎
」に
因
み
「
松
崎
神
社
」を

拝
受
し
、
井
野
八
幡
宮
境
内
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
の
防
府
天
満
宮
の
天
神
信
仰
の
広
が
り
の
中
で
「
松
崎
神
社
」で
行
わ
れ
る
「
大
行
司
祭
」に

つ
い
て
紹
介
す
る
。「
大
行
司
祭
」と
は
、
防
府
天
満
宮
の
御
神
幸
祭
を
模
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
大
行
司
祭
」（
昭
和
四
十
七
年
頃
ま
で
は
大
小
行

司
祭
）は
明
治
九
年
、
防
府
天
満
宮
を
崇
敬
す
る
地
元
の

方
々
の
熱
い
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

祭
礼
の
中
心
を
司
る
の
は
防
府
天
満
宮
と
同
様
大
行
司

役
で
あ
る
が
、
選
び
方
に
特
徴
が
あ
る
。
防
府
天
満
宮
の

大
小
行
司
役
は
鬮
上
げ
に
よ
っ
て
直
接
決
定
さ
れ
る
が
、

「
大
行
司
祭
」に
奉
仕
す
る
大
行
司
役
は
、
鬮
上
げ
に
よ
っ

　

大
行
司
役
が
選
出
さ
れ
る
と
、
大
行
司
役
は
防
府
天
満

宮
へ
参
拝
し
、
宮
司
の
御
祓
い
を
受
け
、
防
府
天
満
宮
の

御
守
を
い
た
だ
く
。「
大
行
司
祭
」の
際
に
は
、
防
府
天
満

①
大
行
司
役
の
選
び
方

①
大
行
司
役
の
選
び
方

②
本
社
の
御
守
を
拝
戴
す
る

②
本
社
の
御
守
を
拝
戴
す
る

▲松崎神社ご社殿
　（写真は全て本年祭礼日の11月4日撮影）

▲大行司祭社参の様子。幟旗を先頭に高張提灯、白杖、花笹、御
お

供
そなえ

持
もち

（目録）、御
おん

八
はち

木
ぼく

（米
俵）、御

おん

多
た

留
る

（酒樽）、御
お

供
そなえ

（餅）、御
おん

栄
さか

名
な

（鯛）、長持、奴行列、先乗、若頭、大行司役、
後乗と行列が進む。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

天天
府府

満満
宮宮

防防

～
井
野
八
幡
宮

～
井
野
八
幡
宮  

境
内
社

境
内
社  

松
崎
神
社
「

松
崎
神
社
「
大大だ

い
だ
い

行行ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
う

司司じじ

祭祭さ
い
さ
い

」調
査
を
通
し
て
～

」調
査
を
通
し
て
～

ここ

とと

ふふ

ここ

るる

ろろ

ささ

のの

て
大
行
司
役
を
出
す
集
落
を
定
め
、
そ
の
上
で
そ
の
集
落

か
ら
大
行
司
役
を
選
出
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
た
。
現

在
で
は
残
念
な
が
ら
鬮
上
げ
の
神
事
は
行
わ
れ
ず
、
三
つ

の
地
元
自
治
会
（
大
谷
・
周
布
地
・
石
浦
）の
持
ち
回
り
で

大
行
司
役
を
選
出
し
て
い
る
。
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宮
大
行
司
役
と
同
じ
よ
う
に
、
御
守
袋
に
御
守
を
入
れ
、

首
に
か
け
て
行
列
に
奉
仕
す
る
。
現
在
で
は
参
拝
は
し
な

く
な
っ
た
が
、
毎
年
御
守
を
拝
戴
し
奉
仕
し
て
い
る
。
大

行
司
役
は
、
奉
仕
が
終
わ
る
と
拝
戴
し
た
御
守
は
自
宅
に

て
一
年
間
奉
斎
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
総
代
関
係
者
は
御

神
幸
祭
が
終
わ
る
と
必
ず
井
野
八
幡
宮
の
大
神
様
へ
事こ
と

終お
え

祭さ
い（
奉
告
祭
）を
斎
行
し
て
い
る
。

　

御
神
幸
で
は
御
網
代
輿
は
な
い
が
、
御
神
輿
は
昭
和
中

期
ま
で
は
若
衆
が
裸
坊
の
恰
好
（
白
装
束
、
晒
）で
奉
仕
を

し
て
い
た
と
古
老
は
語
る
。
現
在
は
人
口
の
減
少
等
で
総

代
と
地
元
の
有
志
の
方
々
が
法
被
姿
で
担
い
で
い
る
。

　
「
松
崎
神
社
」で
の
大
行
司
役
の
役
割
は
、
防
府
天
満
宮

と
異
な
る
。
最
大
の
相
違
は
「
松
崎
神
社
」の
大
行
司
役
は

本
殿
祭
、
御
神
幸
祭
に
は
奉
仕
せ
ず
、
地
域
か
ら
預
か
っ

た
御
供
え
物
を
運
ぶ
行
列
の
代
表
を
務
め
る
。
言
い
換
え

る
と
「
松
崎
神
社
」大
行
司
役
は
、
御
神
幸
の
専
ら
無
事
を

祈
る
願
主
で
は
な
く
、
お
鬮
上
げ
で
選
出
さ
れ
た
集
落
・

地
域
全
体
が
願
主
の
責
任
を
大
行
司
役
と
共
に
担
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
役
割
が
防
府
天

満
宮
と
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
明
治
以
前
に
あ
っ
た

正
之
田
天
神
宮
の
祭
礼
に
、
そ
れ
ま
で
は
無
か
っ
た
大
行

司
役
が
付
加
さ
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
大
行
司
祭
」の
祭
礼
日
は
初
年
に
「
若
連
中
に
加
勢
役
を

奉
仕
せ
し
め
た
」と
記
録
が
あ
り
、
そ
の
日
取
り
は
十
一
月

十
日
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
十
一
月
の
第
一
土
曜
、
日
曜

と
な
っ
て
い
る
。
旧
来
よ
り
農
耕
の
神
様
で
も
あ
っ
た
正

之
田
天
神
宮
へ
豊
穣
の
感
謝
、
集
落
の
安
寧
繁
栄
を
願
う

お
祭
り
に
「
大
行
司
祭
」が
付
加
さ
れ
、
近
郊
で
も
一
番
の

賑
わ
い
を
見
せ
た
行
事
に
発
展
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

地
元
の
方
に
話
を
伺
う
と
、「
昔
は
参
道
に
た
く
さ
ん
の
屋

台
が
犇
め
き
、
見
世
物
小
屋
や
サ
ー
カ
ス
が
出
て
お
り
、
親

戚
が
皆
集
ま
り
、
子
供
の
頃
は
正
月
の
よ
う
な
楽
し
み
だ
っ

た
。
ま
た
大
人
に
な
っ
て
も
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
泥

落
と
し（
山
陰
山
陽
地
方
で
の
方
言
で
田
植
え
や
稲
刈
り
あ
と

の
節
目
の
宴
会
の
事
）の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
」と
い
う
。

④
裸
坊
の
有
無

④
裸
坊
の
有
無

③
大
行
司
の
役
割

③
大
行
司
の
役
割

⑤
地
域
と
天
神
さ
ま

⑤
地
域
と
天
神
さ
ま

▲竿衣姿の大行司役。首から御守袋を
提げている。

▲天神様へのお供え物左から御
おん

八
はち

木
ぼく

（米俵）・御
おん

多
た

留
る

（酒樽）などが見
える。

　

百
余
年
続
く
「
大
行
司
祭
」は
、
古
く
か
ら
天
神
様
に
秋
の

実
り
の
感
謝
と
地
域
の
安
寧
発
展
を
祈
り
、
非
日
常
を
も
た

ら
す
、
井
野
周
辺
地
域
最
大
行
事
と
し
て
、
斎
行
さ
れ
て
い

る
。
天
神
さ
ま
が
氏
神
様
と
地
元
の
人
々
、
そ
し
て
防
府
天

満
宮
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
お
祭
り
と
し
て
現
代
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

防
府
天
満
宮
に
倣
っ
た
神
事
（
御
神
幸
祭
や
大
小
行
司
、

花
神
子
な
ど
）、
防
府
天
満
宮
天
神
講
社
に
つ
い
て
ご
存

じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
防
府
天
満
宮 

髙
橋
（
㈹

０
８
３
５

−

２
３

−

７
７
０
０
）ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

　

ま
た
お
祭
り
の
際
は
大
行
司
役
の
担
当
集
落
以
外
で
も

約
八
升
の
二
重
の
餅
を
用
意
し
、
お
供
え
す
る
。
更
に
は

昔
か
ら
他
の
集
落
よ
り
も
立
派
な
お
供
え
を
と
競
い
、
地

域
の
活
性
化
の
一
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
井
野
地
区
お
よ

び
近
郷
近
在
の
年
間
最
大
行
事
と
し
て
、
年
々
盛
大
に
斎

行
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
決
ま
っ

た
お
供
え
物
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

7 さかたり　112号



上か
み

山や
ま

満み
つ

之の

進し
ん

第
十
一
代
台
湾
総
督

防
府
ゆ
か
り
列
伝 

そ
の
①

晩
年
、
自
分
の
遺
産
を
残
さ
ず
公
共
に
役
立
て
た
い
と
防

府
町
（
現
防
府
市
）
に
図
書
館
建
設
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

私
産
を
投
じ
て
資
金
の
五
万
円
と
蔵
書
を
寄
付
し
、
図
書
館

の
名
前
は
満
之
進
に
よ
り
「
三

哲
文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
哲
と
は
、
自
身
が

最
も
尊
敬
す
る
吉
田
松
陰
、
品

川
弥
二
郎
、
乃
木
希
典
の
こ
と

で
、
こ
の
三
哲
の
顕
彰
に
も
尽

力
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
完

成
を
待
た
ず
し
て
満
之
進
は
昭

和
十
三
年
に
没
し
た
の
で
あ
り

ま
し
た
。

満
之
進
は
常
に
平
等
を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
正
六
年
三
月
、
大
正
天
皇
即
位
礼
奉
仕
の
際
に
下
賜
さ
れ

た
「
御
紋
章
紅
綾
一
反
・
楮
一
束
」
を
以
て
神
具
で
あ
る

「
御み

と
ば
り幌
一
条
」
を
謹
製
し
て
奉
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
正
十
五
年
か
ら
二
年
間
、
第
十
一
代
台
湾
総
督
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
。
統
治
下
で
あ
り
な
が
ら
差
別
な
く
国
民
に

接
し
た
満
之
進
は
、
台
湾
原
住
民
の
宗
教
と
文
化
の
保
護
に

努
め
自
然
環
境
保
護
に
も
注
力
し
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
林

業
が
発
展
し
、
木
材
を
運
ぶ
為
の
阿
里
山
森
林
鉄
道
が
建
設

さ
れ
産
業
振
興
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
伐
採
が

進
ん
で
い
た
嘉
義
県
の
阿
里
山
を
含
む
山
脈
一
体
は
現
在
良

質
な
桧
が
取
れ
る
ま
で
復
活
し
、
世
界
遺
産
に
登
録
を
目
指

す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
再
び
満
之
進
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
督
退
任
後
に
台
湾
大
学
設
立
が
浮
上
し
、
退
任
時
に
官

民
有
志
か
ら
惜
別
と
し
て
一
万
三
千
円
が
贈
ら
れ
、
そ
の
内

一
万
二
千
円
を
台
湾
大
学
の
「
原
住
民
族
研
究
費
」
と
し
て

寄
付
、
残
り
の
千
円
は
嘉か

義ぎ

県
阿
里
山
麓
出
身
の
台
湾
画
家

陳ち
ん

澄と
う

波は

に
、
総
督
時
代
に
原
住
民
の
た
め
に
建
設
し
た
「
東

台
湾
臨
海
道
路
」
を
描
か
せ
、
そ
れ
を
自
邸
に
飾
り
ま
し
た
。

満
之
進
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
二
十
七
日
周
防
国

佐
波
郡
江
泊
村
（
現
防
府
市
）
で
庄
屋
役
兼
塩
田
年
寄
役
を
務

め
た
上
山
与
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
上
山
の

本
家
（
当
代
は
当
宮
崇
敬
会
特
別
会
員
上
山
忠
男
氏
）
は
、
足

利
氏
の
末
裔
で
山
形
県
の
上
ノ
山
城
城
主
で
あ
っ
た
が
落
城
し

敗
走
、
追
っ
手
か
ら
逃
れ
な
が
ら
大
専
坊
で
保
護
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
恩
に
と
天
満
宮
の
た
め
に
尽
く
し
、
天
文
年
間
頃
に

は
防
府
天
満
宮
の
社
領
奥
畑
村
世
話
役
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
関
係
で
満
之
進
の
父
は
天
満
宮
を
崇
敬
し
、
満
之
進

の
名
前
は
天
満
宮
の
「
満
」
を
戴
き
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
幼
少
の
頃
、
満
之
進
は
父
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く
天
満
宮

に
参
拝
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
生
涯
に
渡
り
自
身
の
ル
ー

ツ
に
つ
い
て
調
べ
、「
自
身
が
あ
る
の
は
天
神
さ
ま
の
お
か
げ
」

と
実
感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

満
之
進
の「
満
」は
天
満
宮

阿あ
里り
山さん
の
桧

ひ
の
きを

守
る

三さん
哲てつ
文
庫
の
設
立（
現
防
府
図
書
館
の
前
身
）

終
わ
り
に

台
湾
大
学
の
設
立（
昭
和
三
年
）

▲竣工直後の三哲文庫（昭和15年11月）

▲枢
すうみつ

密顧問官時代（天皇が諮問し応じる役）
　写真提供/上山忠男氏

後
記
/
ト
ピッ
ク
ス
で
も
紹
介
し
た
台
南
嘉
義
県
は
、
天
満
宮
と
も

非
常
に
ご
縁
が
あ
り
、
満
之
進
の
思
い
が
現
在
の
台
湾
と
防
府
の
目

に
見
え
な
い
友
好
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

防
府
縁
の
偉
人
の
多
く
は
何
か
し
ら
防
府
天
満
宮
と
関
わ

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
列
伝
で
は
明
治
以
降
の
人
物

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
不
定
期
に
て
掲
載
し
ま
す
。

「
防
府
ゆ
か
り
列
伝
」に
つ
い
て

▲陳澄波に描かせた「東台湾臨海道路」。死後は、
自身が設立した「三哲文庫」に飾られていた。当時
の利用者は、防府の富海海岸風景だと思っていた
らしい。平成２７年に満之進が陳澄波に描かせた
ものだと分かった。（写真提供/防府図書館）
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お二人の末永いお幸せをお祈り致します
ご結婚おめでとう

令
和
5
年
（
神
社
挙
式
分
／
敬
称
略
）

7
月
9
日	

長
尾
　
岳
・
比
衣
奈

	

29
日	

山
根
　
稜
登
・
楓

10
月
7
日	

國
本
　
正
太
・
史
佳

	

14
日	

貞
長
　
大
介
・
希

	

15
日	

徳
永
　
稜
介
・
弥
咲

	
	

徳
永
　
直
紀
・
香
名
子

	

21
日	

原
　
元
汰
・
佳
奈
子

	

22
日	

郡
原
　
聖
治
・
萌

	

28
日	

北
島
　
弘
・
安
紀

	

29
日	

河
村
　
瞬
矢
・
み
ゆ
き

	
	

徳
川
　
大
志
・
菜
央

	
	

熊
井
　
寛
和
・
薫
子

11
月
4
日	

藤
井
　
圭
介
・
菜
々
子

	

11
日	

嶋
田
　
将
大
・
真
利

	

18
日	

伊
藤
　
靖
浩
・
菜
月

12
月
2
日	

志
賀
　
大
真
・
裕
実

	
	

近
藤
　
崚
太
・
由
惟

ひ
た
ぶ
る

　

権
禰
宜　

峯　

和
生

　

去
る
十
一
月
四
日
、
Ｊ
リ
ー
グ
Ｙ
Ｂ

Ｃ
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
が
初
優
勝
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
の
守
護
神
と
し
て
勝
利
に

貢
献
し
た
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
永
石
拓
海

選
手
は
防
府
市
出
身
で
す
。
七
五
三
詣

な
ど
、
幼
少
期
よ
り
節
目
の
度
に
当
宮

に
お
参
り
下
さ
っ
て
い
た
そ
う
で
、
高

川
学
園
高
校
（
防
府
市
）
在
学
中
に
は

サ
ッ
カ
ー
部
部
員
と
し
て
花
神
子
社
参

式
の
か
き
夫
と
し
て
奉
仕
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

同
校
と
当
宮
の
御
神
縁
は
篤
く
、
生

徒
の
皆
さ
ま
に
は
祭
典
奉
仕
の
み
な
ら

ず
、
早
朝
の
境
内
清
掃
奉
仕
に
も
お
力

を
入
れ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
早
朝
の
清
掃
奉
仕
な
の
か
。

そ
れ
は
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
参
拝
者

に
配
慮
し
て
の
こ
と
。
人
の
見
て
い
な

い
所
で
努
力
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
先
生
の
教
え
と
、
天
神
さ

ま
の
ご
加
護
が
永
石
選
手
の
道
を
開
い

た
の
で
し
ょ
う
。
秋
冷
の
な
か
、
当
宮

に
は
暖
か
な
光
が
射
し
ま
し
た
。

※�神前結婚式のお申込みは随時受付けておりますので、社務
所へお問い合わせ下さい。（TEL0835-23-7700）

　

こ
の
菓
子
は
㈲
ほ
う
ふ
外
郎
本
舗
（
宇

野
好
一
会
長
・
当
宮
責
任
役
員
）の
新
社
長

宇
野
一
史
氏
が
創
業
四
十
周
年
を
記
念
し

感
謝
を
込
め
、
ま
た
御
神
忌
千
百
二
十
五

年
式
年
大
祭
を
奉
祝
し
て
、
地
域
古
来
の

風
習
を
参
考
に
作
製
し
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
大
祓
式
当
日
に
大
祓
参
加
者
の

皆
様
へ
無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
六

年
も
配
布
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

御
神
忌
千
百
二
十
五
年
式
年
大
祭
奉
祝
記
念
名
物
に
と

夏
越
大
祓
に
創
作
和
菓
子

「
ほ
う
ふ
水み

無な

月づ
き

」

防
府
天
満
宮

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
！

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

菅
原
道
真
公 

御
神
忌
1
1
2
5
年
式
年
大
祭
事
業

防
府
天
満
宮 

裸
坊
祭

1
0
2
0
年
の
伝
統
を

未
来
の
子
供
た
ち
へ

繋
げ
よ
う

防
府
天
満
宮 

裸
坊
祭

1
0
2
0
年
の
伝
統
を

未
来
の
子
供
た
ち
へ

繋
げ
よ
う

“

兄
弟
わ
っ
し
ょ
い“~

１
万
人
裸
坊
奉
仕
を
目
指
し
て
〜

“

兄
弟
わ
っ
し
ょ
い“~

１
万
人
裸
坊
奉
仕
を
目
指
し
て
〜

菅原道真公の御着船の地
「勝間の浦」の整備1
菅原道真公
「降臨の一本松神社」再建2
御由緒看板の設置3

主 な 整 備 概 要

リターン
（返礼品）

ミネラル笑顔米・裸坊祭巾着・
裸坊祭特別拝観券など
（写真はミネラル笑顔米と巾着）

支援者募集
募集
期間

令和
5年

令和
6年12月15日㊎ 2月12日㊊ 23時まで

30０万円目標
金額

59
日間

W
E
B
サ
イ
ト
か
ら
の
ご
支
援

（
令
和
5
年
12
月
15
日
よ
り
）

防
府
天
満
宮 

レ
デ
イ
ー
フ
ォ
ー
で

検
索
ま
た
は
右
の
Q
R
コ
ー
ド
を

読
み
込
み
ま
す
。

「
防
長
風
土
注
進
案（
天
保
13
年〈
一
八
四
二
〉）」

に「
六
月
朔
日
に
干
し
餅
を
氷
に
見
立
て
神
様

に
備
へ
、
暑
気
払
い
を
し
た
」と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
風
習
に
倣
い
、
夏
の
無
病
息
災
を
祈

り
、
干
し
餅
に
替
え
白
い
外
郎
を
氷
に
見
立
て
、

厄
除
け
の
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
小
豆
を
の
せ
た

菓
子
。	

店
主

▲「ほうふ水無月」　
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天
神
様
の
夏
か
ら
秋

（
令
和
五
年
六
月
～
十
二
月
）

毎
月
１
日
、
15
日
、
25
日
は
月
次
祭

毎
月
１
日
は
朔
日
詣
り
（
朝
粥
会
）

毎
月
25
日
は
天
神
市
（
縁
日
）・
月
次
茶
会
・
祖
霊
殿
月
次
祭
神
道
家
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ

６
月
１
日 

総
代
就
任
奉
告
祭
、
梅
ち
ぎ
り
（
敬
神
婦
人
会
奉
仕
）

 

２
日 

職
員
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

 

３
日 

飼
育
中
の
鈴
虫
が
孵
化

 

５
日 

責
任
役
員
会

 

10
日 

中
国
五
県
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
１
２
４
名
正
式
参
拝

 

16
日 

青
年
部
若
梅
会
正
式
参
拝
・
総
会

 

18
日 

裏
千
家
淡
交
会
物
故
者
慰
霊
祭

 

21
日 

防
府
市
競
輪
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
工
事
安
全
祈
願
祭

 

23
日 

役
員
会
・
総
代
会

 

25
日 

月
次
茶
会
表
流
山
本
百
次
会
ご
奉
仕

 

26
・
27
日 

敬
神
婦
人
会
七
夕
飾
り
奉
製
奉
仕

 

29
日 

総
代
就
任
奉
告
祭

 

30
日 

 

夏
越
神
事
・
大
祓
式
・
お
田
植
祭
・
禍
除
け
祈
願
祭
・

 
 

ほ
う
ふ
外
郎
様
奉
納
奉
告
祭
「
ほ
う
ふ
水
無
月
」１
０
０
食
無
料
配
布

７
月
１
日 

未
明
の
豪
雨
で
大
専
坊
南
側
石
垣
崩
落

 

１
～
７
日 

 

七
夕
ま
つ
り
～
期
間
中
笹
飾
り
短
冊
頒
布
、
光
の
斎
庭
（
傘
玉
ア
ー

ト
、
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ
）、
七
夕
笹
飾
り
奉
納
・
参
拝
（
多
々
良
幼

稚
園
・
松
崎
幼
稚
園
・
瑞
祥
幼
稚
園
・
佐
波
幼
稚
園
・
勝
間
小
学

校
・
松
崎
地
区
母
子
保
健
推
進
協
議
会
）

 

１
日 

 

七
夕
茶
会
（
参
集
殿
）、
ひ
こ
ぼ
し
お
り
ひ
め
コ
ン
サ
ー
ト
、

浴
衣
モ
デ
ル
撮
影
会

 

２
日 

 

筆
ま
つ
り
並
筆
ま
つ
り
七
夕
書
道
展
・
同
表
彰
式
、
も
の
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
和
装
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
体
験
会

 
５
日 

凛
ひ
と
え
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ

 
７
日 

七
夕
祈
願
祭
並
国
家
安
泰
祈
願
祭

 
８
日 

奉
納
清
書
展
二
次
審
査

 

22
日 

松
崎
佐
波
地
区
子
供
会
連
合
会
境
内
清
掃
奉
仕
約
400
名

 

24
日
～
25
日 

夏
休
み
子
ど
も
教
室
（
４
年
ぶ
り
開
催
）

 

25
日 
敬
婦
役
員
会
、
月
次
茶
会
中
止

 

26
日 
梅
の
土
用
干
し
開
始

 

29
日 
台
湾
嘉
義
縣
政
府
翁
章
梁
縣
長
他
参
拝
（
丸
久
様
同
行
）

 

29
～
30
日 

天
神
囃
子
梅
っ
子
夏
合
宿
（
４
年
ぶ
り
）

８
月
３
～
５
日 

 

御
誕
辰
祭（
夏
祭
り
）

 
 

 

万
灯
の
夕
べ
、
献
燈
ボ
ン
ボ
リ
奉
納
、
文
芸
ボ
ン
ボ
リ
奉
納
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、
子
ど
も
花
火
、
こ
ど
も
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

 

３
日 

 

奉
納
清
書
奉
告
祭
・
同
表
彰
式
、
三
日
祭
並
万
灯
祭
並
同
点

灯
式
・
剣
道
大
会
、
子
供
樽
み
こ
し
、
ド
ロ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
、

大
茶
碗
茶
会

 

４
日 

 

四
日
祭
並
豊
穰
祈
願
祭
、
古
武
道
大
会
、
柔
道
大
会
、
夫
婦

円
満
祈
願
祭
幸
せ
大
盤
振
る
舞
い
餅
ま
き
、
和
太
鼓
リ
レ
ー

（
自
衛
隊
防
府
天
神
太
鼓
・
龍
美
女
太
鼓
・
天
神
梅
っ
子
）、

絵
唱
会
浴
衣
＆
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

 

５
日 

 

御
誕
辰
祭
当
日
祭
、
少
年
剣
道
大
会
、
遠
的
弓
道
大
会
、
大

花
火
大
会
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
、
都
山
流
尺
八
楽
範
山

会
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

 

９
日 

小
野
小
６
年
生
１
名
職
場
体
験

 

11
日 

防
府
天
満
宮
職
員
Ｏ
Ｂ
酒
垂
会
正
式
参
拝
・
総
会

 

19
日 

第
一
回
防
府
市
こ
ど
も
文
化
祭
紅
わ
ら
べ
出
演

 

25
日 

月
次
茶
会
中
止

 

27
日 

お
頼
み
会
、
職
場
体
験
誠
英
高
校
生
１
名

 

31
日 

 

山
口
県
神
社
庁
神
職
養
成
講
習
会
直
階
講
習
受
講
生
21
名
様

正
式
参
拝

９
月
１
日 

式
典
保
存
委
員
会
、
お
手
廻
り
保
存
会
宣
誓
式

 

２
日 

お
籤
上
げ
神
事
、
鈴
虫
放
生
祭

 

３
日 

防
府
菊
花
会
総
会

 

４
日 

 

広
島
県
神
社
庁
佐
伯
大
竹
支
部
15
名
正
式
参
拝
、
式
年
祭
募
財
委
員
会

氏
子
総
代　
　
岡　
俊
明
（
七
行
事
区
） 

六
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
藤
本
宜
美
（
九
行
事
区
） 

十
一
月
十
一
日
付

崇
敬
者
総
代　
梅
本
洋
平 

六
月
二
十
九
日
付

　
　
　
　
　
　
由
川
利
昭 

十
一
月
十
一
日
付

新
入
職
員

　
　
園
丁　
　
古
賀
秀
隆 

十
月
一
日
付

新
総
代
の
ご
紹
介�

（
敬
称
略
）

　
「
地
域
と
と
も
に
歩

む
神
社
の
か
た
ち
」を

テ
ー
マ
に
当
宮
参
集

殿
に
て
開
催
。
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
み
祭
り
の
担
い
手

が
減
少
す
る
中
で
、

青
年
神
職
と
し
て
ま

た
氏
子
青
年
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
討
論
さ
れ
た
。
研
修
会

で
は
島
田
教
明
県
議
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
当
宮
と
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
花
回
廊
」と
「
七
夕
ま
つ
り
」の
事
例
が
発

表
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。
両
会
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
三
十
日
か
ら
翌
七
月
一
日
未
明
に
か
け
て
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
大
専
坊
南
面
の
市
道
と
石
垣
並
び
に
土

塀
が
崩
壊
。
大
規
模
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
大

専
坊
の
建
物
や
通
行
人
な
ど
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
県
・
市
と
協
議
の
上
、
崩
落
し
た
石
垣
や
土
砂
の
撤
去
、

石
材
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
復
旧
へ
向
け
て
設
計
並
び
に
施
工
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
諸
官
庁
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
全
力
で

い
ち
早
く
復
旧
を
致
す
所
存
で
す
。

　

こ
の
度
の
災
害
に
対
し
ま
し
て
、
有

難
く
お
見
舞
い
金
を
頂
戴
致
し
ま
し

た
。
本
紙
面
を
持
っ
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

災
害
見
舞
金
御
芳
名
（
敬
称
略
順
不
同
）

　
● 

㈱
三
友  

● 

木
下
周
三

　
● 

防
府
街
商
組
合 

● 

㈱
福
岡
奉
製

　
● 

熊
野
神
社 

● 

池
坊
防
府
支
部

　
● 

山
口
県
神
社
庁 

● 

鈴
木
幸
人

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
五
十
六
回
中
国
五
県
氏
子
青
年
会

神
道
青
年
会
合
同
研
修
会

県
指
定
史
跡

大
専
坊
石
垣
崩
壊
の
被
害

▲パネルディスカッションの様子。写
真左より防府観光コンベンション協会
中谷会長、防府商工会議所羽嶋会頭、
山口県青年神職会神足会長、鈴木宮司

職
員
人
事�

御
誕
辰
祭
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奉
納
品�

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
月
30
日 

和
菓
子「
ほ
う
ふ
水
無
月
」一
〇
〇
食 

㈲
ほ
う
ふ
外
郎
本
舗
様

９
月
７
日 

山
口
茶（
う
か
る
っ
茶
）奉
納 

Ｊ
Ａ
山
口
県
宇
部
統
括
本
部
様

10
月
５
日 

ミ
ネ
ラ
ル
笑
顔
米
15
キ
ロ 

㈲
ス
ナ
ハ
ラ
様

10
月
15
日 

新
米
一
俵 

 

浅
原
セ
ツ
コ
様

10
月
23
日 

幸
せ
ま
す
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
俵 

㈱
丸
久
様

10
月
26
日 

マ
キ
タ
電
動
ネ
コ
車 

㈲
ほ
う
ふ
外
郎
本
舗
様

11
月
７
日 

「
防
府
天
満
宮
の
水
」一
〇
〇
ケ
ー
ス 

㈱
丸
久
様

11
月
17
日 

イ
セ
ヒ
カ
リ
・
か
ぐ
ら
も
ち 

山
口
市
櫻
木
神
社
宮
司
佐
伯
康
男
様

11
月
20
日 

合
格
応
援
米  

山
口
農
協
直
販
㈱
様

12
月
5
日 

干
支
の
御
柱（
辰
） 

林 

隆
雄
様

清
掃
奉
仕�

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
23
日 

松
崎
佐
波
地
区
子
供
会
約
400
名
様

８
月
６
日 

マ
ツ
ダ
防
府
工
場
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、

  

山
口
短
期
大
学
、
防
府
西
高
校
、
Ｙ
Ｉ
Ｃ
看
護
福
祉
専
門
学
校
様

８
月
23
日
他 

高
川
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
様

10
月
２
日 

松
崎
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
30
名
様

10
月
15
日
御
旅
所
草
刈
奉
仕  

東
西
勝
間
警
固
町
自
治
会
他
有
志
様

 

７
日 

 

Ｊ
Ａ
山
口
県「
う
か
る
っ
茶
」奉
納
Ｊ
Ａ
山
口
県
宇
部
統
括
本
部

 

８
日 

保
存
維
持
の
た
め
宝
物
刀
剣
調
査（
於
歴
史
館
）

 

10
日 

防
府
天
満
宮
杯
将
棋
名
人
戦

 

14
日 

ア
ル
ク
防
府
店
式
年
大
祭
ポ
ス
タ
ー
バ
ナ
ー
掲
示

 

16
日 

御
分
霊
奉
送
式
・
大
小
行
司
役
宅
祭

 

23
日 

 

秋
季
祖
霊
大
祭
、
海
軍
少
年
電
信
兵
第
六
十
八
期
会
慰
霊
祭

 

24
日 

花
神
子
社
参
式
役
付
児
童
説
明
会

 

25
日 

 

秋
祭
、
月
次
茶
会
・
花
展
花
雅
会
グ
ル
ー
プ
ご
奉
仕
、
さ
く
ら

咲
く
ま
つ
り
食
フ
ェ
ス
説
明
会

 

28
日 

末
社
愛
宕
社
権
現
祭

10
月
１
日 

印
章
祭

 

２
日 

松
崎
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕

 

３
日 

 

千
歳
飴
奉
製
始
め
、
美
容
師
組
合
花
神
子
・
局
着
付
継
承
勉

強
会

 

５
日 

防
府
看
護
専
門
学
校
「
藍
の
戴
帽
式
」（
於
楼
門
前
庭
）

 

６
日 

裸
坊
特
別
懇
話
会

 

８
日 

 

花
神
子
社
参
式
、
同
奉
祝
池
坊
奉
納
花
展
、
奉
祝
茶
会
表
流

山
本
百
次
会
ご
奉
仕

 

12
日 

元
Ｆ
１
レ
ー
サ
ー
片
山
右
京
氏
参
拝

 

13
日 

裸
坊
安
全
協
議
会

 

14
日 

 

第
二
回
崇
敬
会
東
京
支
部
総
会
（
於
六
本
木
ヒ
ル
ズ
東
京
ハ

リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

 

15
日 

浜
殿
御
旅
所
草
刈
奉
仕
、
御
神
幸
祭
供
奉
員
会
総
会

 

19
日 

一
坂
太
郎
防
府
市
歴
史
講
座
（
於
歴
史
館
）

 

22
日 

毛
利
家
秋
祭

 

23
日 

 

敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行
38
名
参
加
（
太
宰
府
天
満
宮
・
宗
像

大
社
他
）、
長
崎
県
矢
上
神
社
総
代
会
23
名
正
式
参
拝
、
幸
せ

ま
す
コ
シ
ヒ
カ
リ
奉
納 

㈱
丸
久

 

25
日 

月
次
茶
会
表
流
長
崎
清
流
会
ご
奉
仕

 

23
～
26
日 

巫
女
神
楽
舞
研
修
講
師
磯
部
恵
子
先
生

 

26
日 

役
員
総
代
研
修
旅
行
15
名
参
加
（
岩
国
市
広
瀬
八
幡
宮
他
）

 

27
日 

台
湾
嘉
義
縣
南
ロ
ー
タ
リ
ー
参
拝

 

28
日 

 

氏
子
青
年
部
若
梅
会
注
連
縄
奉
製
始
、
山
口
県
神
社
庁
防
府

支
部
大
麻
頒
布
始
祭

 

28
～
29
日 

第
四
十
一
回
天
満
宮
杯
少
年
野
球
大
会

 

29
日 

防
府
天
神
祭
振
興
会
常
任
理
事
会

11
月
１
日
～
18
日 

第
六
十
八
回
防
府
菊
花
展

 

３
日 

防
飛
二
期
生
の
碑
慰
霊
祭

 

３
～
５
日 

ピ
エ
ロ
ッ
ク
旅
一
座
公
演

 

６
日 

み
ど
り
保
育
園
園
児
22
名
七
五
三
祈
願

 

７
日 

 

災
害
用
備
蓄
水「
防
府
天
満
宮
の
水
」一
〇
〇
ケ
ー
ス
奉
納
㈱
丸
久

 
10
日 

氏
子
青
年
部
若
梅
会
注
連
縄
奉
製
作
業

 
11
日 

 

第
六
十
八
回
奉
納
菊
花
展
表
彰
式
、
総
代
就
任
奉
告
祭
、
裸

坊
実
行
委
員
会

 

15
日 

 

七
五
三
、
三
重
塔「
紅
梅
の
塔
」奉
建
者
芳
名
板
改
修
寄
贈
岡

本
龍
義
・
二
郎
父
子

 

16
日 
注
連
縄
取
付
氏
子
青
年
部
若
梅
会
奉
仕
、
大
幟
立
て

	

17
日	

 
お
は
け
、
イ
セ
ヒ
カ
リ
・
か
ぐ
ら
も
ち
（
も
ち
米
）奉
納
山
口

市
櫻
木
神
社
宮
司
佐
伯
康
男
様

 

17
～
24
日 

大
小
行
司
夜
々
詣

 

18
～
19
日 

す
ご
い
ぞ
防
府
秋
の
大
イ
ベ
ン
ト

 

19
日 

天
神
お
ん
な
神
輿
説
明
会
、
菊
花
無
料
切
分
け

 

20
日 

 

合
格
応
援
米
奉
納
山
口
農
協
直
販
㈱

 

23
日 

大
祓
、
蔵
出
し

 

24
日 

御
神
幸
祭
前
夜
祭

 

25
日 

御
神
幸
祭

 

26
日 

 

御
神
幸
祭
報
賽
祭
・
神
上
式
・
天
神
お
ん
な
神
輿
奉
納
・
防

府
邦
楽
舞
踊
連
盟
奉
納
邦
楽
演
奏
会

 

27
日 

蔵
納
め

12
月
１
日 

破
魔
矢
奉
製
始
、
責
任
役
員
会

 

５
日 

 

例
祭
併
せ
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
・
節
分
参
与
会
、
干
支
の
御
柱
奉
納

 

６
～
９
日 

大
祓
詞
浄
書
会

 

８
日 

 

氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
勝
ち
牛
杯

 

15
日 

合
格
は
ち
ま
き
洗
濯

 

17
日 

正
月
臨
時
巫
女
奉
仕
者
説
明
会

 

20
日 

 

煤
払
い
敬
神
婦
人
会
奉
仕
、
門
松
設
置
、
天
神
お
ん
な
神
輿

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

 

25
日 

古
絵
馬
焼
納
神
事

 

25
日
～ 

防
府
天
満
宮
予
祝
詣

 

31
日 

年
越
大
祓
式

天
神
様
か
ら「
幸
せ
ま
す
」

※

幸
せ
ま
す
は
山
口
の
方
言
で「
あ
り
が
た
い
」と
か「
嬉
し
く
思
う
」と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
岡
本
龍
義
・
二
郎
親
子
が
朽
ち
か
け
て
い
た

木
製
の
三
重
塔
奉
建
者
芳
銘
板
を
石
板
に
改
修
し
ご
寄
贈
下

さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
約
七
十
年
前
に
龍
義
氏
の
父
が
奉
建

者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
度
奉
納
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
奉
建
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
岡
本
家
の

益
々
の
弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
〇
〇
ケ
ー
ス
（
五
〇
〇
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）を
㈱
丸
久
よ

り
地
域
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
今

後
、
丸
久
ア
ル
ク
全
店
舗
で
「
防
府
天
満
宮
の
水
」は
販
売
さ

れ
、
一
本
に
付
き
十
円
が
「
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
」

へ
ご
寄
贈
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
当
宮
に
貢
献
寄
与
す
る
㈱
丸
久
様
の
益
々
の
弥
栄

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

三
重
塔
「
紅
梅
の
塔
」
芳
名
板
寄
贈

災
害
用
備
蓄
水

　
「
防
府
天
満
宮
の
水
」

▶
改
修
さ
れ
た
芳
名
板

▶
参
集
殿
前
に
あ
る
三
重
塔
「
紅
梅
の
塔
」。

こ
の
三
重
塔
は
重
文
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
6

巻
に
描
か
れ
た
社
頭
の
様
子
を
再
現
す
る
た

め
、
昭
和
30
年
の
社
殿
復
興
記
念
と
し
て
建

立
さ
れ
た
も
の
。

▲㈱丸久の宇多村美彦専務より備蓄水が宮司に手渡された。
備蓄水は毎年奉納され、災害時に緊急避難場所に指定された
参集殿にて役立てる

大
行
司
役

　
藤
井
　
和
夫
氏

小
行
司
役

　
清
水
　
政
行
氏

花
神
子
役

　
深
川
　
侑
莉
さ
ん

（
御
神
幸
祭
の
無
事
成
功

を
祈
る
祭
）

花
神
子
社
参
式

11 さかたり　112号



●
交
通
規
制
に
つ
い
て
●

元
日
か
ら
３
日
ま
で
当
宮
周
辺
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
同
封
の
「
防
府
天
満
宮
初
詣
お
も
て
な
し
M
A
P
」、

も
し
く
は
下
記
Q
R
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
っ
て
ご
確
認
下
さ
い
。

境内約450本のさくらが満開のころ、花と食の祭典（食フェ
ス）を中心とした“さくら咲くまつり”を斎行しますので、ご家
族お揃いでお参り下さい。詳細はホームページにてお知ら
せいたします。

こ
こ
ろ 

新
た
に 

年
の
始
は
天
神
様
へ

旧
年
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

新
年
の
幸
せ
を
願
い

天
神
様
へ
ご
参
拝
頂
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
写
真/

元
旦
の
回
廊
内

初
詣
の
ご
案
内

令和６年 新春の祭事行事

▲さくら咲くまつり「花と食の祭典」会場は
　天神山公園駐車場にて実施

▲新入学勧学祭（4月1日（月）10時30分）や
　合格御礼奉告祭も斎行致します。

日時 3月30日（土）・31日（日）　場所 天神山公園駐車場

期間 3月24日（日）～4月7日（日）

花と食の祭典

新・神賑行事“さくら咲くまつり”“さくら咲くまつり”

予
祝
詣

令
和
五
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
十
一
日
ま
で

お
正
月
の
縁
起
物
・
破
魔
矢
・
干
支
の
置
物
な
ど
の

頒
布
を
致
し
て
お
り
ま
す

歳
旦
祭 

一
月
一
日

　午
前
三
時
よ
り

書
初
め
・
梅
茶
接
待（
無
料
）於
参
集
殿

 

一
月
一
日
十
三
時
〜
十
六
時

 

　
　二
・
三
日
両
日
共
九
時
〜
十
六
時

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

於
参
集
殿

 

一
月
一
日
〜
八
日

　九
時
〜
十
六
時

釿
始
式 

一
月
五
日

　午
後
三
時
よ
り

七
草
粥
の
会 

於
参
集
殿

  

一
月
七
日

　午
前
六
時
三
十
分
よ
り

弓
始
式  

一
月
八
日

　午
後
一
時
よ
り

貞
宮
遙
拝
式

 
一
月
十
一
日

　午
前
十
時
よ
り

節
分
祭
牛
替
神
事

 

二
月
二
・
三
日

梅
ま
つ
り 

二
月
二
十
日
〜
三
月
六
日

人
形
感
謝
祭    

三
月
一
日

人
形
預
り
期
間

　二
月
十
一
日
〜
二
十
九
日

人
形
里
親
探
し

　三
月
一
日
〜
五
日

※

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

天満宮は12月25日からお正月天満宮は12月25日からお正月予祝詣
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